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ビットコインの歴史



年月 出来事

2008年10月 「中本哲史（ナカモト・サトシ）」と名乗る人物が仕組みに関する論文を発表。

2009年1月 システムの運用開始

2010年5月 実店舗（ピザ店）で初めて決済が行われる。

2013年3月 キプロス金融危機で、資金の逃避先として認知度が向上する。

2014年1月 株式会社bitFlyer設立

2014年2月
日本にあった取引所大手のマウントゴックスが経営破綻。合計85万BTC（当
時のレートで約480億円相当）と現金約28億円が消失した。

2017年1月 中国人民銀行が取引所の規制強化。

2017年4月 世界で始めて仮想通貨を規制する法律（改正資金決済法）が施行。

2017年7月 システムの処理能力を高める規格変更を実施。
日本で仮想通貨の購入時の消費税が非課税に。

2017年8月 処理能力をめぐり分裂。新たな通貨「ビットコインキャッシュ」が誕生。

2020年頃？ 仮想通貨で有名なプレイヤーが脱税で逮捕される。

2140年頃 2100万BTCで発行終了
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ビットコインをめぐる主な出来事
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2018年1月1日朝日新聞の一面
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2014年3月6日オンライン版ニューズウイークのスクープ
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ビットコインの発明者（ドリアン・サトシ・ナカモト）

ビットコインの発明者と名指しされた日系人はこの報道を否定
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仮想通貨のマーケット



順 名称 時価総額
1通貨単位あたり

の値段

1 ビットコイン Bitcoin（BTC） 20兆9,511億円 1,253,430円

2 イーサリアム Ethereum (ETH) 5兆225億円 52,270円

3 ビットコインキャッシュ Bitcoin Cash (BCH) 2兆7,170億円 161,402円

4 リップル Ripple (XRP) 1兆1,034億円 28円

5 ダッシュ Dash (DASH) 6,748億円 87,366円

6 ライトコイン Litecoin (LTC) 6,135億円 11,341円

7 ビットコインゴールド Bitcoin Gold (BTG) 5,653億円 33,885円

8 イオタ IOTA (MIOTA) 4,458億円 160円

9 カルダノ Cardano (ADA) 3,903億円 15円

10 イーサリアムクラシック Ethereum Classic (ETC) 3,344億円 3,412円
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参照：https://coinmarketcap.com/ 平成27年12月2日23：00時点

主な仮想通貨の時価総額と値段


